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都市イメージが人材を集め地域経済活性化へ導く
一閉塞打破への先進国型シナリオ

〔大阪事務所/重本幸彦〕

キャッチアップされる先進国改革が必須

「通商白書2002」(平成 14年7月1裂斉産業省

編)は、「東アジアの発展と日本の針路」と題し、

従来の通商(貿易)の枠を超え、グローバリゼー

ション下での日本経済のあり方を示している。

その中で「(産業革命以降の分析の結果)ー・

キャッチアップされる先進国(米国、イギリス、

ドイツ)では、・・・国際競争力の低下に係る懸念

が生じた。・一各国は持続的成長への道を模索し

・・、(D既存制度の変更に係る施策、(2)地域経済

の自主性を高める・・施策に・・力を入れてきた」

と述べ、例として、(1)では「規制緩和」などを、

(2)では地域特性に応じた「産業クラスター形

成や研究開発」を挙げている。

追い上げる東アジアとの"住み分け"を

「白霄は、さらに、東アジアと日本との関

係を分析し、 N正S(韓国・台湾・香港・シンガ

ポール)は日本の大都市集積型産業との競争力

を高めているが、ASEAN4タイ・フィリピン・イ

ンドネシア・マレーシア)や中国と日本との問

は、このような関係には至っていない。後者の

国々は、労働や土地の面で集約的な産業、つま

り日本での地方都市立地型産業に近い発展にと

どまっていると結論づけている。つまり、中国

などの追い上げにより日本産業全体の空洞化が

進むとの危倶に対し、「白香」は日本が大都市

型産業(先進的産業)を中心に、これらの国々

との"住み分け"の可能性を示している。

米のテクノリージョンでは人材がテコに

近畿経済産業局では平成B年度に、キャッ

チアップされる面でも先進国であったアメリカ

の経験に学ぶ調査を行った(「大規模集客施設

等を活用した地域活性化方策検討調査(地域経

済活性化方策編)、平成 14年3月」)。

この調査では、アメリカのテクノリージョン

(ハイテク地域)の分析(図D を通じ、優れた

人材'が大学などを足場に各都市の産業イノベー

ション(革新)を推進Lていることが浮上した。

例えぱ、短期間にハイテク産業が発達し全米

でも起業に適した都市だと言われているテキサ

ス州オースチン(州者田の経験は、"オースチ

ン・モデル"として評価されている。この都市

には多数の人材が集まったが、中心となったの

はコヅメッキー博士である。同博士は、テキサ

ス大学オースチン校のIC2 (1Cスクウェア

ICC)研究所を拠点に、多くの産業コー

ディネータを活躍させ、多数のべンチャー企業

と雇用とを創出した"地域経済プランナー"と

して有名である。

さらに、他の都市でも、人材が持つウエイト

が大きいことが分かった。

人材の吸引力=都市のイメージ・魅力

では多くの人材が、どうしてこれらの都市に

集まったのだろうか?

先のコヅメツキー博士は、カリフォルニアで

成功した後、いわば第二の人生の場・として"サ

ンベルト(陽光のふりそそぐ地帯)"のオース

チンへ住み良さなどを求めて移住したと言われ

ている。フロリダ州オーランドでは大型テーマ

パークなどが集中立地し、テキサス州サンアン

トニオではりバーウォーク(水辺沿いの散策

路)として運河を生かし、いずれも街の魅力を

高め産業発展につなげている。

シアトルは、美しい海に囲まれ"エメラルド・

シティ"と呼ぱれる魅力ある街で、技術革新も

進んでいる。

いずれもこうした鮮明な都市の魅力に加え、

気候温和など、全米の中でも住み良い都市とし

て評判である。

要するに、これらの都市では"良好な都市イ
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俸耐メー斌刷

図2 都市の魅カアソプから地域経済活性化に至る戦略的シナリオ

健美寵傭例以棚餓恬倒繍刷

"楽しさ"のある

都鼎三包包の釧出

イード・バツク
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果訪

(「大規模集客施設等を活用した地域活性化方策検討調査報告番(地域遥済活性化編)」
平成14年3月経済産業省近趨経済産業局から。図は簡略化)

メージ"が、来訪・定住などのプロセスを経てルーカラー屈)を対象にしてきたが、最近では

多くの人材をその都市にひきつける契機とな知的な要素が地域発展の要因として重視される

中で、今後の計画では「知的な人材'」の問題をり、集まった人材を育成・活性化する大学やイ、

ンキュベーションなどの仕組みを巧みに構築取り扱う必要に迫られている。

"都市イメージ戦略"→"人材戦略"し、地域経済の発展に寄与させたといえる。

→"産業活性化(集積)戦略"ヘ人材の集積・活性化プロセスが鍵

以上の検討から、魅カアップのための社会資魅力ある都市イメージが自動的に地域産業活

性化へつながる訳ではなく、大切なのは"人材"本や文化ソフトなどの充実により「(D都市の

イメージ・魅ブJ」を高め、国内外からの「(2)の集積や活性化を生み出す仕組みを、状況に応

人材を結集・活性化」し、イノベーションなどじて作り上げることであろう。

により「(3)産業の染積と活性化」を呼び起し、そのポイントとしては、まず人材の集積プロ

セスでは、定住の基盤となる"質の高い生活の"地域経済を活性イピするべきだとのシナリオ

が導かれる(図 2)。質"の確保などが必要といえる。

関西でも、公害都市などの悪いイメージを引また、人材を集め生かす場として、大学が注

きずってぃる都市は、産業経済的にも活力を目される。アメリカの大学が産業協同などで活

失っている性化したのは、比較的最近と言われている。日

このシナリオは、人々の暮らしの面での二ー本でも、今後、大学の活性化が急速に進む可能

性がある。近年、社会人向け大学院機能などのズである都市の魅力を高めることと産業経済の

都心回帰が始まっており、その促進が人材の活発展とを融合させるなど時代の要諸にそったも

のであり、即効的ではないかもしれないが、や性化に役立つであろう。

がては閉塞状況を打破し経済的な活性化に結びさらに、活性化Lた人材(研究者など)と産

つける世界的に共通する先進国での基本的なシ業界とを結ぶ仕組み(産業コーディネータな

ナリオではないかと思うど)の拡充の大切さが指摘されている。

従来の地域(経済)計画では労働力(主にプ

イ人初の轟情フロセス)

高い生活の質

定住9訓」
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新時代におけるコンサルタントの職能の
キーワード

〔代表取締役社長/金井萬造〕

時代の変化が新スタイルの構築を要請

21世紀に入り、コンサルタントをめぐる剛t

状況が大変化をとげている。

発注者である行政や地域社会からの要請も質

の高いものとなり、コンサルタントがN印やポ

ランテ4ア活動に参加するのが必須条件となり

つつぁる。仕事の仕方も住民参加やイ本験・納得

による合意形成と事業の推進まで含まれてきて

いる。まさに、コンサルタントは仕事づくりの

機会、業務推進の体制、組織経営の運営方式と、

従来の方式からの全面的な再構築が求められて

いる

コンサルタントにとって技術者の意欲が命

アルハックは技術者がまR織を作って、今年で

妬年目がスタートしている。今後、技術者や構

成員が自信をもって地域づくりに貢献L、自ら

も仕事のやり甲斐や生き甲斐を感じ、創造の喜

びを共有するための職能はどう変化していくべ

きなのか、この時期に見直すことがとても重要

になっている。

人問の集団として職能を発揮する観点から、

技術者の意欲や意識改革がその出発点にある

要請されている新しい視点とは

日常業務や地域社会との関係の経験から新し

い視点を整理する。まず、日常業務での問題の

解決や課題達成のための行動や関係者との協働

など、連携や運営力が求められている。時代や

地域二ーズからは、住民参加やNPO、ポランティ

アとの連携、自らをそれぞれの場においてみる

と行政の財政の厳しい中での実行可能な地域運

営や経営システムの構築と事業推進への貢献が

期待されている。以上の問題解決を図るために

は、会社を越えた連携や異分野から構成される

チーム体制の中での役割をはたし、事業化を進

めることが必要になっている。財政が厳しい中

での地域資源の付加価値を含むポテンシャルの

発揮とスロータウンづくりの手法の適用など事

業化の工夫も必要になってきている。

最近の業務の経験から考える

最近の経験や業務から考えてみたい。

財政の厳しい中での地域主権と地域の自律的

運営をめざす市町村合併の取り組みが各地で進

んでいる。合併後の地域の振興に結びつけるた

めには、地域の経営的視点が重要になってぃ

る。地域を元気にさせる人材育成や起業化やビ

ジネスづくり、組織づくりが課題になってぃ

る。職能としてこれらを進めるコーディネート

やプロモート機能が求めらててぃる

民間の事業に着目すると企業の外部経済環境

と連携して地域の振興に貢献する中で企業発展

を位置づけ、市場分析と経営を基礎に地城資源

の付加価値や生活の賑わいや潤い、やすらぎに

貢献する力呈の発揮が必要である。職能として

は、事業の展開力、りスク回避対策、合意形成

力が重要になってきている。

行政的仕亊や民間的仕事のパートナーシップ

の発揮による地域の総合力の発揮が大切になっ

てきている

職能のたえざる「技術革新」と「連携」、「行動」、

「協働による相互作用と総合効果」が新時代の

キーワード

時代と地域の要請は、より深化し、これに対

応してコンサルタントも必死で対応しようとし

ているのが現状である。「意欲」、「連携」によ

るより大きな地域貢献に向けて努力することが

コンサルタントの新時代のキーワードになりつ

つある。実践を通しての証明が重要になってき

ている。

▲
ひと・まち・地域



尼崎市でTM0が発足・スタ

〔大阪事務所/山本昌彰〕

TM0設立と記念式典

去る6月10日綱)、尼崎市でTM0会社、

「(株)ティー・エム・オー尼崎(代表取締役

秋岡巽法)」が発足しました。この会社は地元

のまちづくり会社に市等が出資し、第3セケ

ターの形としたもので、この度、中心市街地活

性化法に基づく「TMO」として新たに再ス

タートしています。

これを受けて、 7月18日(金)、そのTMO

設立記念式典が行われました。記念式典は、12

年前に火災によって焼失した長崎屋跡地におい

て、火災犠牲者の「慰霊祭」として営まれまし

た。式典では、長年空き地であった長崎屋跡地

でのマンション建設が決まったこともあり、T

M0等地元関係者は改めて犠牲者の冥福を祈

り、「安全で快適なまちづくり」に誓いを新た

にしました。

これまでの経緯

当TM0会社の活動範囲となる尼崎市中心市

街地内「中央・三和・出屋敷商店街」(以下「中

三出」という)は阪神尼崎駅から出屋敷駅まで

約lhn連なり、商店街、市場など15商業団体、

約750店からなる一大商業集積地であり、その

規模は阪神間で随一と言われています。中三出

では、「(株)ティー・エム・オー尼崎」の前身

である地元出資のまちづくり会社(「尼崎中央・

三和・出屋敷まちづくり(株)」)が平成8年に

設立され、以後、ポイントカードやイベントな

どを中心に、地元商業者を主体とした活動が行

われてきました。

^ トしました

しかし、たとえ規模が阪神問随一でも各商業

団体、各店舗がバラバラになったのでは、その

スケール効果は活かされません。それどころ

か、その規模が「足かせ」となることさえあり

ます。幸い中三出の場合、地元が一緒になって

まちのことを考え、議論するという素地ができ

ており、足りないものは、それらを統合する「

本の糸」という状況でした

地兀では、その「本の糸」をつくるべく、

中一出の「まちをひとつに」をスローガンに掲

げ、まちの活性化へ向けて「地元自ら動く企業

体一TM0の設立を目指したのですそのた

めに、まず、各商業団体の代表者たちは、rT

M0設立委員会」さらに「TM0構想策定委員

会」を立ち上げ、将来のTM0事業や組織体制

について、本音で話し合い、まちづくりゃそれ

を担う TM0のビジョンを固めていきました。

アルパッケは、このTM0設立にあたって、

亊業内容等の検討及び「TM0設立委員会」等

の運営支援(尼崎市)やTM0構想、策定業務の

お手伝いをさせていただきました。

TM0の事業内容

こうして、 TM0会社、「(株)ティ ・エム・

オー尼崎」が本格的に立ち上がりましたこの

会社は、基本的には前身のまちづくり会社の社

風や経営方針等を継承しており、基本コンセプ

ト「「拠点性」と「・快適性」の確保による地域

一体のにぎわい共生まちづくり」へ向けて、15

商業団体が一丸となるべく活動を進めようとし

.

TM0設立記念式典(出典:日本経済新闇当日夕〒D

m鵡■号

尼崎中心市街地の基本イメージ
(中心市街地活性化基本計画)
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購
オール甫イントカー陰
T良'F真X

6411-4300

ています。

このTM0会社の亊業内容は、現在のとこ

ろ、まちづくり会社のポイントカード事業等の

他、ホームヘージ述営(※ URL : http://

WWW名即ki,orjPをご覧下さい)や共同宅配事業

などの「ソフト事業」が中,Dとなっています。

いわゆる目玉」となる収益的事業が本格的に

動き出すのにはまだまだこれからというところ

かも知れません

TM0の存在意義

現在、全国でTM0は約250 住002年8月現

在)近くありますが、その多くが人材や資金等

の問題により、十分な活動が出来ていないと言

われています。 TM0が「中央」から補助金等

をもらうための「パイプライン」のように考え

られ、"間違った(?)"解釈や使い方がされて

いることがその原因のひとつといえるのではな

いでしょうか。また、こうしたところでは、ま

ず「TM0ありき」であったために、ビジョン

や内容が伴っていないからだとよく言われてぃ

ます

しかし、 TM0だからといって、何か特別な

こと(亊業)をしなけれぱならないとは思いま

せん。とくに尼崎の場合、今後の成否のカギと

なるのは、この商築集積地がひとつにまとまる

かどうかであり、TM0の存在意養は、まずは

そこにあると考えます

今回の調査を通じて、まちの活性化には、と

にかくまちの人たちの中心市街地に対する思、い

砺棚 H16靭月30日まで

中央・三和'出屋敷商店街のポイントカード

ーー,^,

"
ひと・まち・地域

「TM0構想策定委員会」の様子

が大切であり、まずは「その気にさせる」こと

が重要であるいうことを痛感しました。これが

できれぱTM0の役割も半分は達成されたよう

なものと思、うのです TM0は、それ自身が事

業の主体となることより、むしろ、まちの「雰

囲気」や様々な人々が活動するための「壮掛け」

をつくるきっかけであると考えます。

今後への期待

尼崎に限りませんが、「中心市街地活性化」と

いうものは終わりがなく、とても長い活動で

す。そして、今回のTM0設立により、「まち

をひとつに」を目指し、まずは確実にその第一

広を踏み出しました。しかし、 TM0の手腕が

本当に試されるのはこれからです。

TM0関係者の皆様方には、単にTM0の事

業収益にのみ振り回されるのではなく、本当の

「まちの統合・活性化」に向けて活躍されるこ

とを期待したいと思いますそして、我々コン

サルタントもできる限りの支援を続けてぃきた

いと考えています

現在の中央・三和・出屋敷商店街

タ
獣



絞りのふるさとめぐり

〔名古屋事務所/河野麻利〕

名占屋市緑区にある有松駅の南、旧街道沿い

には、昔の繁栄と日本建築の美しさを今に伝え

る家屋が軒を連ねています。

有松の町は、江戸時代のはじめ、慶長B年

(1608年)に、有松絞りの開柤竹田庄久郎をは

じめ8人の移住者によって誕生しました。その

後、尾州藩が有松以外の土地での製造卸売業を

禁じ、有松絞りを藩の特産品として保護したこ

とが支えとなり、有松絞り400年の歴史が始ま

りました。そしてその頃より、一貫して絞り生

産を業とし、町全体が絞り業老のみで形成ざれ

て来たため、江戸時代の町屋建築が甘のまま多

く残されているのです。

この町並みは宅'古屋市の町並み保存指定第1

号tして、また全倒岡並み保存連盟の発祥地と

しても知られています。特に、服部家住宅は愛

知県の有形文化財に指定され、岡家・小塚家

竹田家住宅は名古屋市の有形文化財に指定さ

れ、その価値力電忍められています。

足を踏み入れると、旧街適の両側に並ぶ日本

家屋に挟まれ、異空問に居るような趣が感じら

れます。また、自分の持つデジタルカメラや、

道を通る自動車がとても奇妙なもののように見

えてきました。

有松・鳴海絞り会館

有松・鳴海絞り会館では、数多くの絞り製品,

の展尓販売と、歴史的・工芸的に価値のある製

品や資料の展示、実演が行われています。

誕生から約400年の間に創造、工夫された有

松・鳴海絞りの加工法は約100種にも及び、日

本の絞り製品のうち、約90%以上を占めていま

す。また、絞りはすべて手作りなので、同じ柄

を作っても絞る人の力加減によって染色の微妙

な差が生まれます。販売コーナーには、様々な

色や模様のついた、浴衣、手ぬぐい、 Tシャツ、

帽子等の製品がところ狭しと並んでいました。

また図案から型彫り、絵彫り、絞川川工、染色、

糸抜き、仕上げまで、すべて専、門1織の手を経て

分業で行われます。ここでは糸抜きの実演が行

われていましたが、何十年もの間作業を続けて

いるプロの技にくぎづけになり、ものづくりの

深みを感じました。

有松山車会館

有松には、「布袋車」「唐子車」「神功皇后車」

の3鞆の山車があり、いずれも粘巧なからくり

人形を乗せた豪菜なものです。これらは毎年10

月第1日曜日に開催される「有松祭り」にかつ

ぎだされ、旧東海道の面影を残す町並みを3鞆

の山車が練り歩きます山車のすれ違いや力向

転換の際の迫力や、1.Ⅱ車の上で繰り広げられる



久田寂の茶室

からくり人形の演技はこの祭りのみどころと

なっています。また、最近では山車とからくり

人形は、 6月に行われる「絞りまつり」にも展

示されています。

この3鞆の山車は名古屋市が「有形民俗文化

則'」として指定しています。

絞りのひさだ

今回私達の案内をしていただいた久田さんの

絞り製品販売店を拝見させていただきました。

この久田家は元禄年問より続いた久田本家の分

家にあたり、旧建物は明治初期に建てられまし

た。以後約120~B0年経過した後平成5年8

月末から平成6年1月末に改築し現在の建物が

完成しました。なかでも茶席の造作並びに寸法

は、現在の表千家尾州久田流家元・当主下村氏

の3代前の西行庵が作事していた当時を再現さ
幸げし

せたそうです。特に長押、床柱、緑板等はその

まま使用されています。このような茶席は、真

夏の暑さや忙しい日常を忘れ、心を落ち着かせ

ることができる空問でした

手打ちめん処寿限無(ジュゲム)茶屋

先に述べましたが、有松の町に並ぷ、県の重

要文化財のーつに服部家住宅がありますこの

服部家に並んで、昔番頭さんが住んでいたとい

う建物が、ほとんど当時の状態を残したまま、

L桑1'客毎^゛轟響三逓貞私之'勇恐琢^ー

"
ひと・まち・地域

現在は、めん処となっています。店内には落ち

着いた日本建築の雰囲気が広がり、その中で食

べるうどんは、特別に美味しく感じます。この

ような歴史的建築物を活用したお食事処が増え

ると、町はより活性化するのではないかと思い

ました。また、隣接して立派な蔵が残されてお

り、現在服部氏はその保存・活用方法を検討中

だそうです。

今回私達は、白壁アカデミアの講座「手の知」

という、昔からのものづくり職人に出会い、そ

の技を知ることを目的とした勉強会の中で、こ

の有松を訪れました。このような歴史的町並み

は落ち着きと潤いを感じさせてくれるととも

に、生きた歴史資料として貴重なものです。今、

私達がこのような貴重なものに出会うことが出

来るのは、ここに住んできた人々の、伝統文化

を伝え、保存Lようとする意思があったからだ

と思いますこの町を訪れ、伝統的なものづく

り文化を知るとともに、歴史的な町並みを目の

当たりにして、町を保存しようとする地元の人

達の思、いに少しでも近づけた気がします。今は

様々な情毅が簡単に手に入るような時代です

が、そんな日常を齢れ、のんびり足を動かし、

技・人・まちと直にふれあうことの大切さを感

じることができました。

手打ちめん処寿銀無(ジュゲム)茶屋



生きよう今日も喜んで

〔取締役会長/三輪泰司〕

8月のお盆休み前、全所員参加で、京都事務

所の大改装を実行しました。平成4年U992

年)9月に、 8階から6階に移ってからちょう

ど10年。作業環境優先で、コンパケトに整備

しました。

アルパックでは会長室は京都事務所に置いて

「本社」の象徴的機能を果たしていますので、断

続的でしたが、 2週間ほど働き、10年、いや創

業以来35年、たまりにたまった資料類をひっ

くり返しました。整理したとはよう言いませ

ん。ひっくり返しただけです。

なんでこれが事務所にあったのか不思議です

が、大事な発見がありました。

平澤興先生の「ロータリー創立記念日に思

う」という講演録と、語録「生きょう今日も喜

んで」です。両方とも仕事に直接閥係のない小

冊子ですが、行動の指針にしておりましたの

で、自宅にも見つからなくて、気に掛かってい

た文献です。

講演録は 1982年9月2日、京都洛北口ータ

リークラプの創立9周年記念例会での特別講演

を、同クラブカ汗"行したものです。その少し前

の5月お日に、京都東口ータリークラプで、「ク

ラブ創立記念日に因んで」と題して講演をして

頂きました。どういうわけだったか忘れました

が、私がスビーチのお世話をする役になり、

テープにも取らせて頂きました。お話しの内容

は同じです。ただ、こちらはホームクラプ向け

で、一般向けでない部分があるのと、火きな和

紙に要点を墨書きれて、お話しになったのが印

象的でした。お願いしてその紙を頂きました。

平澤先生は 1989年6月17日にお亡くなりに

なりました。 2日前、クラブ例会でお会いし、

帰りに握手して頂いた柔らかい手の感触が忘れ

られません。

平澤先生は、1957年4月、京都大學医学部長

の時、京都東口ータリークラブに入会され、そ

の年の 12月、京都大学総長に就任、1963年総

長を退任された直後、1%4年に会長、そして、

当時の第365地区1967/68年度ガバナーになら

れました。私が入会したのは、その後の1971年

Ⅱ月です。前田敏男先生と岡野組の岡野武司社

長のご推薦を受けたのですが、平澤・前田・奥

田・岡本と元・現総長が4名もおられてびっく

りしました。

平澤パストガバナーは、 2650地区だけでな

く、日本中で名ガバナーとして敬愛されていま

した。「ガバナーを辞めたら一会員」と皆の中

に混じって談笑され、和気藹々でした。

実は、平澤先生とは大學へ入った時からご縁

がありました。私達は宇治分校の第1回生で、

教養部長即ち分校主事が平澤先生でした。京都

大學をそっくり宇治キャンパスへ移すと意気軒

昂たる演説をされていました。教室は弾薬庫の

まま、道は泥んこでしたが、桜並木に松林が広

がり、池もあって素晴らしいキャンパスでし

た。ところが朝鮮戦争が始まり、 6月には警察

予備隊が進駐してきて、敷地の半分を占領し、

平澤先生の夢はあえなく消えてしまいました。

というわけで、1995円6年度、創立40周年の

会長になった時、先生に頂いた墨書から、 4と

0を頂戴して、シンボルマークに使わせて頂き



ました。

京都造形芸術大学もご緑です。平澤先生は母

胎の京都芸術短期大学の初代学長です。ご就任

になる時、クラブでいろいろお話しを聞いてい

ました。大学には「興心゛官」という建物もあり

ます

京都事務所にある平澤先生の論語・学而篇か

らの書は、ケラプで額装して頂いたものです。

講演録にも引用されています。「生きょう今

日も喜んで」とともに、先生のお好きな言葉で

す。私はこの「思う」は思索し、ぎえること、

「学ぶ」はまねるとも近く、実践することと解

して行動指針にしてきたわけです。先生はちょ

うど1900年のお生まれでした。だから利、が京

都束口ータリークラプに入会させて頂いて、ご

縁が再び結ばれた時が71歳で、今の私の歳で

す

市民による「自然と文化の森協会」が誕生

〔大阪事務所/馬場正哲〕

尼崎市が「協働型のまちづくり」として推進

してきた「自然と文化の森構想、」を担う、市民

による「自然と文化の森協会(以下、森協会と

いう)」が、この 5月26 註に設立されました。

まだ任意の団体でtが、設立趣意書では次のこ

とをうたっています。

きんよう

こ・の来曾有の混迷の時代に1其りなき道を求

めて碩くため、次世代の皆さんに、先達の息、吹

を伝えるのは私達の責務であると思います

会長室で、紙くすと緒に楓いて、申し訳な

かったのですが、"ひっくり返Lた"機会に適

当な場所で、皆さんの目に触れるようにしたい

と思っています

猪名川と藻川が流れるこの地には、かつて川

が育む豊かな大地と自然がありました。

その火地や陶然から、文化が生まれ、心安ら

ぐ界らしが生まれました。

言い換えれぱ、この地は、幽然や文化に満ち

溢れた「森」です。

木登りをしたり、川で魚を追いかけたり、田

んぽや水路で泥んこになったり、お祭りでは

しゃいだ"、「森」は私たちに、色々なことを教

えてくれました。

言菜では言い現せない大切なことを知らせて

くれました。

その森は、時の流れとともに姿を変え、利、た

ちは大釖なことを忘れかけていました。

今、私たちはこの「森」の持つ大切さに気が

村きました。

私たちは、その大切さを多くの人に知ってほ

しいと思っています。

この「森」の自然や文化を、子ども達に伝え

ていかなけれぱならないと思っています

「森」を受け継ぎ、育み、そして次の世代へ引

継ぎたいと考えています。

このような思、いを実現するため、白然と文化

の森協会を設立することをここに捉案します

平成 14年5 丹 26日

自然と文化の森協会発起人一同

選任された畑会長の挨拶
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協働型のまちづくりをめざして

平成5年に尼崎市が設置した尼崎市文化懇話

会提言で、「農業公園、田能遺跡を一帯とした

自然と文化の森の整備」があげられ、それを受

けて、市は平成7年に「尼崎市文化振興ビジョ

ン」を作成し、田能資料館の整備充実や猪名川

自然林などを含む「自然と文化の森整備構想、の

策定」が位置づけられました。

平成8年3月には、尼崎市の市制即周年記

念振興事業として位置づけています。その後、

平成10年度に市民による自然と文化の森構想

の検討グループとして、「自然と文化の森を楽

しむ会」が結成され、以降、市と楽しむ会との

協働によりさまざまな活動を行ってきました。

実験的実践活動を通して構想素案を提案

市と楽しむ会は、構想素案につぃて話し合う

ワークショップの他に、対象地域で、水辺や農

業、自然、歴史・文化などの各分野で、多くの

市民が参加する活動を実験的実践活動として企

画・実施し、その成果や課題を構想素案に反映

させるように努めました

そして、平成12年Ⅱ月には、「自然と文化の

森フォーラム」を開催し、地元住民の方々をは

じめとする多くの市民の参加を得て、それまで

の活動の報告と、今後の対象地域の姿などにつ

いて話し合いました。こうした取り組みや活動

を踏まえて、平成B年3門に構想のたたき台と

して「構想、素案」が作成されました。

共有の「夢」が構想に

平成14年度、市は「自然と文化の森構想策

定懇話会」を開設。広く会員が参加するなか、

素案を基に「自然と文化の森構想、」を、市の構

想、として策定しました。

市制100周年を目標年に、地域の魅力ある宝

や資源を掘り起こし、将来像を(D森と遊び(2)

水辺と子ども6)地域と食と農(4)歴史ロマンと

にぎわい6)川の風景と散策(6)新しいお祭りと

コミュニティビジネス(フ)すまいと暮らし(8)み

んなで話し合うの八つの「夢として設定して

います

推進に当たっては、市民・事業者・市などの

協働を基本に、十分に話し合い、地域の課題や

将来の「夢」を共有して、市民参加などの取り

組みの成熟度に合わせながら、持続的に推進す

ることとしています

森協会への期待

この市民が立ち上げた森協会は、市が公募し

た「楽しむ会」が母体で、自立した市民組織と

して発足しました。取り組んでいる事業は次の

通りです

尼崎ミレニアム遷産「田能の里芋」の栽培グループの皆さん
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0残された「猪名川自然林」の保全と活用の果

山づくり体験(自然林サポーター)や調査

0まだ残る「農空間」の保全支援のための農作

業体験講座(里芋栽培・農業学習)

0猪名川・藻川・農業水路・ため池などの「水

辺」の保全・再生のためのメダカや生物の調査、

飼育ボランティア

0地域の「歴史・文化」の再発見と伝承に取り組

むタウンウォッチング・資源マップづくりなど

森構想、実現に向けた、名実ともに整った活動

が期待されています

市民主体のまちづくりの試行が続きます

しかし、この森協会は構想、の実施機関として

の位置づけも体裁も付与されていません。拠点

もなく、未熟な組織活動からの出発です。既成

の瓣暴組織との調和と連携や環境団体等との連

携など課題は山積みです。また、行政との協働

の仕組みも未整備です。これからも、活動を通

してこれらの課題を切り開くことが必要です。

森協会のミッションを自覚共有し、自立の活動

と協働の具体化に立ち向かっていかなけれぱな

りません。

この成否は、ネットワーク時代のまちづくり

の大きな課題と言えます

として共に守り、育んでいく府民ぐるみの取り

組み、「共育の里づくり事業」を平成13年度か

ら行0ています。

共育の里づくり事業は、「協働」「継続」「共

生」をキーワードに、都市と農村との協働作業

で、継続的な都市農村交流活動を展開し、人と

自然、都市と農村とが共生できる魅力的な里づ

くりを進めてぃく京都府の事業です。
心けそ 11「i二

瑞穂町の大木トハ田地域において、共育の里

づくりに関心のある都会の人と地域の人を募

り、約30名で「瑞穂町共育の里づくり事業推

進協議会」を設立し、協議会が中心、となって、

遊休膿地の活用など、地域の課題を解決するた

めに取り組む活動プランを作成しました。この

活動プランは、「農作業を体験・応援しよう!」

「自然環境の学習と環境の保全をしていこう!」

「伝統文化の伝承をしよう!」の3つをテーマ

に、遊休農地の解消に向けたそぱつ、くりゃ米づ

くりをはじめ、バードゥオッチングや森林浴な

どの自然環境学習体験、しめ縄・竹かごづくり

体験、炭焼き体験などの伝統文化体験などを、

年間を通じて継続的に取り組む計画になってい

ます。

瑞穂町では今年度からこの活動プランをもと

に実践活動に取り組んでおり、これまでに田植

え、そぱの栽培予定地である遊休農地の草刈り

や排水対策、そばの種まきなどを月1回程度の

割合で実施してきました。

今後は9月下旬に稲刈り、Ⅱ月にそぱの収穫、

年末には稲わらを使ったしめ縄づくりゃそぱ打

ち体験など、様々な活動を実施することを予定

しています。

きん よつ

瑞穂町での新たな都市農村交流活動の展開

~共育の里づくり事業~

〔京都事務所/藤正三〕

京都府丹波地域の瑞穂向では、都会の人と農

村の人が知恵と力をあわせて、田んぼや畑など

の農業環境、森林や川、ため池などの自然環境、

祭や工芸などの伝統文化などを府民の共有財産



地域の課題解決、地域の環境保全、地域の活

性化に向けて、都会の人と農村の人の二ーズを

上手く活用し、共に知恵と力を出し合って楽し

みながら取り組む「共育の里づくり事業」は、

新たな都市農村交流活動としてますます重要に

なってくると思われます。今後は瑞穂町に限ら

ず、今後は瑞穂町に限らず、府内の各市町村、

府外へと、このような活動の輪をどんどん広め

ていくことが求められます。

瑞穂町の共育の里づくりに関心のある方は、

下記までお間い合わせ下さい。

問い合わせ先:瑞穂町共育の里づくり事業推進

協讓会(事務局:京都府瑞穂町産業振興課)

TEI,0771.86-1908

FAX 0771861349

E・mail sangyo@mail.joho・kyoto.or.jp

京都府共育の里づくり事業ホームページ:

h杜Pゾ/WWW.noson・kyoto.jp/sato/index.html

廃棄物コンサルタント協会のワークショップに

参加しました

〔大阪事務所/長澤弘樹〕

入社して以来、ばたぱたとした日々を送って

きました。ようやく一息、ついた7月に、廃棄物

コンサルタント協会主催のワークショップに参

加しました。

参加者は全国のコンサルタント会社から来て

おり、総勢20人ほどでした。スケジュールは、

初日が基調講演とそれを受けてのワークショッ

プ、二日目が横須賀市りサイクルプラザの施設

見学です。施設見学も「ごみ」関係のワーク

シヨップも初めてで、新しい発見がいろいろと

ありました。

講演およびワークショップのテーマは「資源

循環型社会の構築にむけたごみの収集運搬」で

した。ワークシヨップは3班に分かれ、 2時間

ほど行いました。これからの収染運搬を考える

上で重要なことは何かについて話し合いまし

た。私のいたグループで論点になったことは、

大きく三つあります。ーつ目は経費のこと、

つ目は市民への負担のこと、三つ目はごみ行政

における収集運搬の位置づけでした。

中でも、議論が紛糾したのは市民への負担を

どこまで求めるかです。分別収集の実施を前提

とした場合に、排出者に負担をかけるのだから

回数を増やすなど利便性を高めるのは当然だと

いう意見と、ごみ減量のための政策なのだか

ら、ある程度市民負担が増えるのは仕方がない

という意見が最後まで対立したままでした。

これは、市町村の財政状況や住民の協力度合

い、地域のごみ問題への意識、ごみ分別の状況

など、対象地域の具体的な情報がなにもない状

況での討議であったために、どうしても一般論

かつ抽象的な議論になりゃすかったからでしょ

う。同様の議論をする機会があれぱ、具体的な

共育の里づくり事樂でぞぱを栽培する遊休農地
(約伯アール)

'恬栽妃悟嶋

遊休農地を耕し、ぞばの種まきに取り組む

、゛
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一日目に見学した横須賀市りサイクルプラザ
出典:パンフレット

状況を設定できないか、あるいは個別の方針ご

とに導入の前提となる条件は何かということも

併せて検討したいです。

見方を変えれぱ、収集や運搬の方法に詳しい

だけでは力不足だということです。これからは

ごみ収集運搬のヨ1画を立てる場合でも、地域の

特性を把握した上で、収集運搬にとどまらず、

「ごみ減呈」「ダイオキシン対策」「住民の利便

性「衛生的な対応」といった関連要素に優先

順位を付け、その実現のための収集運搬を構想

する必要があるのだろうと考えました。

ワークショップの後はお待ちかねの懇親会で

す。こちらでは、当日のテーマにこだわらず、

カラス対策から減量政策まで幅広く、ごみ全般

の話で盛り上がりました'普段なかなか他社の

人たちと知り合う機会はありません。同じょう

にごみの問題に熱心に取り組んでいる人たちと

コミュニケートできて、とても刺激的な2日問

でした。
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高石羽衣まつりで演奏しました

〔大阪事務所/絹原

会社の仕事で演麦1?

入社数ケ月後の某日の昼下がりの出来事。

「君、トランペットやってるんよね?」

「はい」

「じゃあ、今度高石でイベントあるんだけれど、

出演してくれへん?」

アルパックが初回以来運営のお手伝いをさせ

てもらってぃる高石市の「羽衣七夕まつり」の

メインステージに、出演者として参加するとい

う機会を得ました。今年はジャズのバンドが急

邊出演できなくなり、実行委員の方々も頭を悩

ませていたそうです。そこで私が週末毎にスト

リートで演奏したり、ライプハウスに出演した

りしてぃると社内で話したことから、白羽の矢

が立ちましたまさか会社で出演依頼が来ると

は思ってもいませんでしたが・・・。

高石の夜は熱かった

祭りは地元高校の吹奏楽部のオープニングパ

レードで幕を開け、ストリートダンス、市民吹

奏楽団、そして地元のギターバンドなど、幅広

い年齢層でかつ色々なジャンルのバンドが出

演。私たちは初参加にもかかわらず、夜8時過

ぎからの最後のステージを任されることに。し

かしジャズを聴くにはいい時問帯。MoonRiver

^

熱気のこもった演奏はライプならでは

r

夜更けの高石に響くジャズ
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をはじめジャズのスタンダードナンバーを5曲

演奏、非常に楽しいひとときでした。今回は曲

の大まかな構成だけを決め、後は全部即興でや

りましたが、これが功を奏したようで、聴き手

の方々が盛り上がりどころでは拍手を贈って下

さり、私たちの演奏にも熱がこもり、アンコー

ルの拍手も

自分が楽しまないと損

平野のまちづくりを考える会の方が「まちづ

くり言うても、自分らがおもろいことをやらな

あかん」とおっしゃっていましたが、今回のよ

うな思いがけないきっかけで地域のイベントに

参加させてもらって、しかも「自分が楽しめる」

というのは本当に贅沢だと思いませんか?

結びつけること

〔大阪事務所/和田裕介〕

この度、大阪事務所の建築計画部に配属に

なった和田裕介です。

私にとってデザインとは、普段は別々に存在

するような事柄を、面白く結ぴつけてやること

だと考えています建築においても同様です。

例をあげると、「食事をする」「風を感じる」と

いうような単独の行為に対し、物理的な構造を

与えることで両者を結びつけます。この場合だ

と「風を感じながら食事ができる場所」となり

ますが、異なる事柄同士が出会うことにより、

それぞれの良さが引き出されるような関係づけ

を重ねていくことが、建築をデザインすること

だと考えていますにの例に「景色を眺める」

という事を含めてもいいかもしれません)。

このように考えていくと、建築のカタチをつ

くっていくことと、まちづくりゃ地域づくりを

進めていくことは、ほとんど同じような行為で

あるように思えてきます。つまり、建築もまち

づくりも、その場所、地域における、人や物、

環境、生活、土地・・といった多くの要素を、互い

に気持ち良く結びつけていくことが大切で、共

に関係性を紡いでいく行為だと感じるからです。

まだまだ、わからないことだらけで、実戦経

験もなく、加えて知識も乏しい自分ですが、

日でも早く皆さんと対等に識論できるように努

力していきたいと思っています。どうぞよろし

くお願いします

「LRTによる都市づくりに関する講習会」

のお知らせ

土木学会関西支部が主催する標記の講習会

が、下記の要領で行われます。アルパックは、

これを企画・運営する調査研究委員会の事務

局を務めています。具体的な内容及び申込方

法は、アルバックのホームページ(URL :

h杜P://WWW.arpak.CO.jp)をご覧いただく

か、士木学会関西支部(0662716686)かア

ルパック大阪事務所(担当:森脇、田口、澤

田)にお問い合わせください。

■日時:平成 14年10月11日(金)

午前10時~午後5時

■会場:建設交流館8階

グリーンホール(大阪市内)
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「忘れられた日本人」

0著者:宮本常一

0発行:岩波文庫

著者宮本常一氏は日本各地の民間伝承調査の

ために、地球を4周する約16万kmを旅したと

いわれている昭和期の民俗学者である。

この本は、氏の代表作ともいわれる著書で、

「無字社会の生活と文化」を対象に調査された成

果をまとめたものである。こう紹介すると、と

ても難しく肩肘張って読まねぱならないように

感じてしまうが、実際は昭和のはじめ頃の高齢

者が、これまでどのような生活を送ってきたか、

インタビュー的にまとめたものである。

具体的には、日本昔話なんかではお馴染みの

狸のいたずらや、かつて自分自身が子どもの頃

に人づてに聞いたことがある、「みみずにしょん

べんをかけるとー・」(男性諸氏は、たぶんかなり

の確率でこ一存じでは?ご存じなく気になる方は、

是非この本のご一読を)という身近でコミカル

な話が掲載されている反面、狭い道で武士の刀

に農民が少しふれただけで、互いに刃物を向け

合わねぱならないような状況に追い込まれたり、

悪い役人がどうもしゃくにさわってならない、

■,r.、

紹介者/京都事務所石井努

ということで村人が木し合わせ、事故という

ことで川へ落として殺してしまう、というよ

うな信じられないことまでが実際の生活の中

で起こったこととしてふれられている

現代は、人間の生活がモデル化され、様々

な分野で社会システムが発達することで、個

人の生活や権利というものがある程度保障さ

れているが、この本が対象としている時代は

そうではない。昔の生活は、「生きる」という

ことに関して非常にシンプルであるが、シン

プルであるが故に自らの命に関わるような事

柄や、人生にとってとても重要な事柄に、い

とも簡単に遭遇していたのではないかと感じ

た。そういう意味で、かつての日本人がもっ

ていた、たくましさ、実直さといった面を強

く感じることができる本である。

また、現代は人問の生活がモデル化される

ことで、生きていく上において「当たり前」と

思っていることがとても多くなっている 、^

の本は、そんな「当たり前」に対して優しく

も鋭い赦をつきつけているような気がする。

最後に、氏は、日本の至る所を歩いて旅し

た学者であるということでも知られており、

異なる文化をもつ者同士の対話、という面に

おいても非常に興味深い本である

冒 16' 1
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先日、シドニーへ行く機会を得ました。駆け足

で見て回っただけで私見の域を出ませんが、

ウォーターフロントの動向について紹介します。

サーキュラー・キー(ロックスからオペラハウ

ス付近一帯)

サーキュラー・キーはシドニー湾の奥にあり

ます。フェリーと地下鉄の交通結節点でビジネ

ス街にも近く、日常の足として大勢の通到上通

学者が利用しています。伺時に、歴史的地区

ロックスと観光名所オペラハウスとを結ぶ場・所

にあり、観光客も多く周辺には高級ホテルが林

立しています。そのため、港のほと"の力フェ

や緑地では、ビジネスマンや散歩する人、近く

の幼稚闡児などの「日常利用」と、観光客など

の「非日常利用」とが複合しています。

ダーリング・ハーバー

ダーリング・ハーバーはシティ(中,D市1折地)

の西側にある港で、埠頭・上屋などの物流空間

でしたが、近年、ウォーターフロントの再開発

が進んでいます。展示場、会議場、商業施設、

水族館、海洋博物館などが、コックル・ベイと

いう小さな水域を囲みつつシティに連続する形

ち
か
ξ

魅力的なウォーターフロントを
つくる~シドニーの紹介

〔大阪事務所/岡本壮平〕

ダーリング,ハーパーの夜景
タ方になるとピジネスマンも観光客も集まってくる

サーキユラー,キー
市民の日常利用と観光客の非日常利用とが出会う場所

キング、ストリート・ワーフの再開発
水族館の隣にオフィスと麺貧住宅が建つ

で染中的に立地しています。コンテナ埠頭に近

い場所でも、倉庫を改装して通信系企業を染秋

した「海洋遺産センター」、倉庫跡にオフ¥スと

賃貸住宅からなるモダンな建物を整備したキン

グ・ストリート・ワーフなどが展開しており、物

流機能から都市機能への転換が戦略的に進めら

れているように感じます。ここは夜景の美しい

新しい観光スポットですが、シティに近いこと

からビジネスマン等も日常的に利用しています。

ウォーターフロントは、ビジネスマンや買物

客などの「日常利用」と観光客やレジャー客な

どの「非日常利用」とがうまくミックスされ、

アケティビティの幅が広がることで、相互に刺

激しあう魅力的な空問になっているようです。
アルパック欲)地域計画建築研究所

杜・本

京都車務所

大阪事務所

・名古屋牢務所

・東京事務所

・九州事務所

URL:h"P:/んリWW.arpak,CO.ip E・maiunlo@amak.帥.jp
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